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高性能な光学式水素検知用酸化タングステン薄膜を成膜
時の基板温度を制御したスパッタ法にて得る
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今後、クリーンエネルギーとして水素の主な用

途は家庭用や自動車用の分散型燃料電池で、その

製造技術の開発が世界で進められている。「第47

回　原子力委員会資料（第２号）」によると水素

の市場規模は2020年度で451億m3、2030年度で

653億m3である。（なお 水素価格は60～90円/m3；

原子力eye誌,4,pp,5－36（2007））この製造技術

の課題は、プロセス能力・水素の高品質化や操業

性／制御性の向上および安全性の向上などであ

る。

本発明の水素検知材料は室温（20℃相当）で

機能を発することから、水素を取り扱い装置・配

管等内部の水素濃度や水素漏洩等の検出が可能で

操業性／制御性の向上および安全性の向上に有用

である。特に本発明の水素検知材料の表面にはパ

ラジウムや白金等の触媒層を形成させて必要に応

じて検出感度の向上を付与することもできる。こ

のように本発明は今後の水素市場分野で大いに期

待できる。
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水素ガス漏洩検出器
○燃料用配管で水素ガスを輸送する
時の配管からの水素漏洩検出に適
用

水素還元装置
○金属の酸化膜除去のための水素還
元ガスの簡易濃度評価

水素検出材料
○酸化タングステンの結晶性を調節
した優れた水素検知材料

market potential

patent review

最近、石炭や石油等の化石燃料の大量消費による温

室効果ガス(炭酸ガス）の放出削減策として水素燃料

電池等の水素社会を実現する研究が多方面でなされて

いる。しかしながら、水素は爆発を伴う可燃性のガス

であり、取り扱いには十分なる安全工夫が必要とされ

る。このためには、微量といえども漏洩した水素ガス

を高精度で安全に検知する安価な汎用型の水素検知セ

ンサの開発が必須である。従来のセンサは半導体表面

の水素吸着による電気抵抗変化等で検知する方法が主

流であり、電気接点でのスパークなどで水素ガスが着

火爆発する可能性を排除する工夫が必要であった。

本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、

酸化タングステンが室温で水素含有雰囲気に触れると

光学的な透過率が減少するという特性を利用してお

り、スパッタ法により酸化タングステンの成膜時の基

板温度を制御し、酸化タングステンの結晶性を調節し

て優れた水素検知材料を提供することを目的としてい

る。これによって、電気接点等の着火源を有さない、

水素ガスの検知方法を提供できるので、従来法に比べ

て汎用性および安全性が高い水素ガス漏洩検知装置の

提供が可能になる。

用　語　解　説
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水素還元ガス
金属同士の結合を阻害する金属表面の酸化膜を還元除去
するための還元ガス（水素）

酸化膜
金属表面が酸化して形成された酸化金属膜

燃料用配管
気体や液体を移動させるための輸送用容器
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からご覧になれます。

特許流通データベース情報

特　許　情　報

http://www.ryutu.inpit.go.jp/db/ （P119をご覧下さい）にご連絡下さい。
もしくはお近くの特許流通アドバイザー

■この特許の問合せ先■

皆様からのお問合せを、お待ちしています。

参　考　情　報

・権利存続期間：出願中
・実施段階：実施無し
・技術導入時の技術指導の有無：応相談
・ノウハウ提供：応相談
・ライセンス制約条件：許諾のみ

○出願番号：特願2005-170568
○出願日/平17.6.10
　
○公開番号：特開2006-342411
○公開日/平18.12.21
　
○特許番号：出願中
○登録日/出願中

・ライセンス番号：L2007000512

・タイトル：光学式水素検知材料用酸化タン
グステン薄膜の作製方法

・関連特許：なし
・IPC：C23C　　14/34
・参照可能な特許流通支援チャート
：１７年度　一般２０　水素製造技術

独立行政法人日本原子力研究開発機構
産学連携推進部　業務課
　
〒319-1195
茨城県那珂郡東海村白方白根2－4
TEL:029-282-5124　FAX:029-282-6365
E-mail:sangaku@jaea.go.jp
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